
芦崎中道線改良工事 位置図



審 査

番 号

設 計 者

工 事 名

設 計 年 月 日

課 長

図 称

工事箇所

係 長 合 議

令和 年 月 日

入 善 町 建 設 課

入善町 芦崎 地内

1/2

令和５年度

芦崎中道線改良工事

（西側）平面図、平面図(構造物撤去等)、縦断図、構造図

平面図 S=1:100 平面図(構造物撤去等) S=1:100

1
0
0
1
0
0

H

(18-8-40BB W/C≦65%)
基礎コンクリート

勾配調整コンクリート

再生砕石(RC-40）

(18-8-25BB W/C≦65%)

50

B3

50 B2

B150 50

A
S=1:20

自由勾配側溝(標準型)

c
1
0
0

5
0

a=300

本m2m3m32m
(kg)B1 B2 H e

2.00 5.0
0.506.00400x

300 300 445 326x

( a x c )
勾配調整基 礎

呼 び 名 寸 法
数 量参考

10m当り

重量 製 品型 枠
ｺﾝｸﾘｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ

再生砕石(mm)

B3

自由勾配側溝(標準型) 寸法・材料表

別途

算出

A

500

＜計 算 式＞

A=0.10×2×10.0型 枠

V=B2×0.10×10.0

A=B3×10.0

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ

再生砕石

N=10.0÷2.0製 品

50600500400 0.506.00

545 40350600500400

500 600x 700 620 720 820

H

765 60 670 0.728.20

数 量

記 号
H

（mm）

h1b1 b2

再生砕石型 枠
寸 法

コンクリ－ト

1箇所当り

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋

枚

L

b2

b
1

再生砕石（RC-40）

50

h1

50

1
5
0

グレ－チング蓋
b1B

b
1

18-8-25BB
コンクリ－ト

b1b1 B b1

S=1:20
集水桝工詳細図

m3 m2 m2

1(T-25,2枚割)1.215.510.521501100150722－B700 L700 H722－

集水桝工 寸法･材料表

H

標準断面図 S=1:25

上層路盤工（M-40） t=15cm
表層工 （AC20FA）t= 5cm

下層路盤工（RC-40） t=20cm

m

2

m

m

m

m 2

2m床 掘

埋 戻

標準断面 側溝工

土工

舗装

廃材
Ｃｏ

Ａｓ

間詰めＣｏ

下層路盤

上層路盤

表 層

m

m 2 別途

-

別途

0.4

0.6

0.62

0.66

別途

掘 削 m 2
別途

300m

2

m

m

m

m 2

2m床 掘

埋 戻

標準断面

土工

舗装

廃材
Ｃｏ

Ａｓ

間詰めＣｏ

下層路盤

上層路盤

表 層

m

m 2 別途

-

別途

0.3

0.8

1.20

0.70

別途

掘 削 m 2 別途

1100

300

500

0.86
(0.50)

3.00～8.62

上層路盤工（M-40） t=15cm
表層工 （AC20FA）t= 5cm

下層路盤工（RC-40） t=20cm

m

2

m

m

m

m 2

2m床 掘

埋 戻

標準断面

土工

舗装

廃材
Ｃｏ

Ａｓ

間詰めＣｏ

下層路盤

上層路盤

表 層

m

m 2 別途

-

別途

0.4

0.9

0.30

0.35

別途

掘 削 m 2 別途

構造物取壊(有筋)
A=0.22m2

構造物取壊(有筋)
A=0.28m2

下

下

Ｃ

集
水

桝
□

7
0
0
×

7
2
2

L
=
1
.
0
0
m

自
由
勾
配
側
溝

(B
30
0-
H5
00
)L
=3
.6
0m

天端高EL=2.956m
河床高EL=2.371m

天端高EL=2.955m
河床高EL=2.505m

天端高EL=2.930m
河床高EL=2.339m

消
雪
配
管
工

L=5.00m

伏
越
工
(φ

65)

L=1.35m

散
水
管
(φ

65)

L=3.65m

縁
石
工
(□

120*600)

L=3.95m

ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ
(B300*H300)

L=2.90m

AS桝(B300*H400)
L=0.50m

河床高EL=2.554m

横
断

用
自

由
勾

配
側

溝
(
B
5
0
0
-
H
6
0
0
)
L
=
8
.
0
0
m

自
由

勾
配

側
溝

(
B
5
0
0
-
H
6
0
0
)

L
=
1
.
1
0
m

天端高EL=2.937m
河床高EL=2.220m

天端高EL=3.079m
河床高EL=2.445m

天端高EL=2.922m
河床高EL=2.195m

※表層A=11.35+14.14
=25.49m2

下

下

Ｃ

構造物取壊(二次製品)①
L=10.00m

構造物取壊(二次製品)②
L=3.20m

構造物取壊(二次製品)③
L=2.25m

構造物取壊(有筋)
L=3.20m

舗装版剥取①
A=12.54m2

舗装版剥取②
A=5.81m2

路盤(本線以外①)
A=2.87m2

掘削
A=2.26m2

※構造物取壊(二次製品)
①ＶＳ500*600 L=10.00m(有筋A=0.30m2)
②皿型300*300 L= 3.20m(有筋A=0.22m2)
③皿型300*500 L= 2.25m(有筋A=0.28m2)

河床高EL=2.570m

3.00

1200

※既設消雪部
上層路盤(t=15cm) 0.35m
下層路盤(t=15cm) 0.35m

※消雪(散水)部
床堀 0.2m2

※消雪伏越部
床堀 0.1m2

0.63
(0.47～0.50)

2.00～7.13

(3.10)

496

490

519

529
514

587

天端高EL=3.061m
河床高EL=2.417m

1.28

1.18

0.90

0.90

(0.31)

(0.33)

材 料 表

b1

寸 法 表

型 式
B H

B O X カ ル バ ー ト

b2 敷モルタル
(m

3
)

基礎砕石
(m

2
)

BOXｶﾙﾊﾞｰﾄ
(m)

300×300型 300 300 500 700 7.00 0.150 10.00

BOXカルバート S=1:25

(mm) 10.00m当り

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ
(m

3
)

基礎型枠
(m

2
)

0.7002.00

100 b1 100

b2

H

B

1
0
0

※ ( )内の数値は1000以上の場合を示す。

基礎砕石

RC-40

ボックスカルバ－ト

T-25

(1
5
0)

2
0
0

基礎コンクリート

18-8-40

敷モルタル

1:3 3
0

養 生
(m

3
)

0.700

備 考

(芦崎中道線) (芦崎中央線)

施
工

延
長

L
=
1
0
.
1
0
m

路盤(本線以外②)
A=0.96m2
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DL=3.00

審 査

番 号

設 計 者

工 事 名

設 計 年 月 日

課 長

図 称

工事箇所

係 長 合 議

2/2

平面図 S=1:100

4.06

4.16

4.12

4.14

3.94

4.0

0

4.1

77

4
.
0
6
3

舗装版剥取
A=16.10m2

構造物取壊(二次製品)
L=10.00m(有筋A=0.28m2)

掘削
A=3.50m2

4.06

4.16

4.12

4.14

3.94

4.0

0

4.1

77

4
.
0
6
3

4
.
0
0

L=7.20m

L=1.00m

自
由
勾
配
側
溝
300用

L=8.20m
施
工
延
長

L=9.00m

集
水
桝
(□

500×
380)

L=0.80m

天端高EL=4.090m
河床高EL=3.695m

天端高EL=4.085m
河床高EL=3.690m

天端高EL=4.030m
河床高EL=3.654m

天端高EL=4.030m
河床高EL=3.645m

舗装面積
A=24.60m2

平面図(構造物撤去等) S=1:100

数 量

記 号
H

（mm）

h1b1 b2

再生砕石型 枠
寸 法

コンクリ－ト 摘 要

1箇所当り

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋

枚

L

b2

b
1

再生砕石（RC-40）

50

h
1

50

1
5
0

グレ－チング蓋
b1B

b
118-8-25BB

コンクリ－ト

b1b1 B b1

S=1:20
集水桝工詳細図

m3 m2 m2

1(T-25,2枚割)0.812.760.24150150150380－B500 L500 H380－

－－

集水桝工 寸法･材料表

1
0
0
1
0
0

H

(18-8-40BB W/C≦65%)
基礎コンクリート

勾配調整コンクリート

再生砕石(RC-40）

(18-8-25BB W/C≦65%)

50

B3

50 B2

B150 50

A

S=1:20
自由勾配側溝(標準型)

c
1
0
0

5
0

a=300

本m2m3m32m
(kg)B1 B2 H e

2.00 5.0
0.506.00400x

300 300 445 326x

( a x c )
勾配調整基 礎

呼 び 名 寸 法
数 量参考

10m当り

重量 製 品型 枠
ｺﾝｸﾘｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ

再生砕石(mm)

B3

自由勾配側溝(標準型) 寸法・材料表

別途

算出

A

500

＜計 算 式＞

A=0.10×2×10.0型 枠

V=B2×0.10×10.0

A=B3×10.0

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ

再生砕石

N=10.0÷2.0製 品

50600500400 0.506.00

545 40350600500400

m

2

m

m

m

m2

2m床 掘

埋 戻

標準断面

土工

舗装

廃材
Ｃｏ

Ａｓ

間詰めＣｏ

下層路盤

上層路盤

表 層

m

m2 別途

-

別途

0.4

0.7

0.30

0.30

上層路盤工（M-40） t=15cm
表層工 （AC20FA）t= 5cm

下層路盤工（RC-40） t=20cm

別途

掘 削 m2 別途

(0.2)

構造物取壊(有筋)
A=0.22m2

標準断面図 S=1:25

530
(420)

1270 440
(350)

4230 500

6970

H

令和 年 月 日

入善町 芦崎 地内

令和５年度

芦崎中道線改良工事

（東側）平面図、平面図(構造物撤去等)、縦断図、構造図

入 善 町 建 設 課

路盤(本線以外)
A=6.72m2

1100

300



消 雪 パ イ プ （ 現 場 打 ち ） 標 準 図 縮 尺 S = 1 / 2 5

側 面 図

コンクリート巻立工標準図(型枠あり)

（VPφ65～φ150）

断 面 図

設 計 条 件

設 計 輪 荷 重

衝 撃 係 数

コンクリートの強度

コンクリート
構 造 物

の分類

50k N [車道]

ｉ＝0. 4

( 30 -8 - 25 )
σck= 3 0N /m m 2

小構造物（Ⅰ）

許容引張応力度
鉄筋の (SD 29 5 A)

1 80 N/ m m

350

65 60
100

60 65

35
0

55
23

8.
5

56
.5

5500

100120 18@275=4950 12010055 55

65
70

80
70

65

5500

55 100120 18@275=4950 120100 55

65
70

80
70

65

35
0

65
60

10
0

60
65

目地材 t=10mm ④ D10

① D10

上 側 下 側

③ D10

② D13

目地材 t=10mm ③ D10 ② D13

① D10① D10

③ D10

② D13

ノズルピッチ (3@1380)

基礎材

26
0

270

880
260

26
0

④ D10

50 50

③ D10

（必要に応じて計上）

平 面 図組立筋加工図

350

35
0

56
.5

23
8.

5
55

散水管 送水管

消雪パイプ（現場打ち）散水部

VPφ65～φ150

35
0

D 13 以下 = 4 8. 3 38k g

D 13 以下 = 4 83 . 380 k g※ 55. 0 m当り

4

3

2

1

D 10 2 3

D 10 2 3

0 .5 6 02 7 0

0 .5 6 08 8 0

5,3 9 0

5,3 9 0

D 13 4

D 10 4

0 .9 9 5

0 .5 6 0

3. 4 78

1 1. 3 34

2 1. 4 52

1 2. 0 74

1 0 ｹ所 (55. 0 m /5 .5 0m )×0.1 23 m 2 =1 . 23 m 2 , t= 1 0mm

0 .3 5 m × 55. 0 m = 1 9. 2 5m 2

V Pφ65

(注) 1 .基礎クラシャーランを入れる場合は路盤紙を計上しない。

2.※印 55. 0m 当りの数量を示す。

（注） 鉄筋は、SD2 95 Aの使用を基本とする。

5.5 0 m 当り 5. 5 0m 当り

パイプ 断面積

全 体 断 面 積

※ 路 盤 紙

※ 目 地 材

※ 55.0 m 当り

実 断 面 積

コンクリート体積

A

πD2 / 4 m 2

C × 5. 5 0= m 3

D × 10 = m 3

A - B m2

摘 要

0.3 5×0.3 5 m 2

鉄 筋 表

番 号 鉄 筋 本 数 長 さ
(㎜)

摘 要単位重量
(kg / m)

質 量
(k g)

コンクリート等数量表

B

C

D 0 . 64 9

0 . 11 80

0 . 00 45

0 . 12 3

VPφ75 V Pφ 10 0 VPφ12 5 VPφ 15 0

6 . 49

0 .6 4 0

0 .1 2 3

6 .4 0

0 .1 1 63

0 .0 0 62

0. 61 8

0. 12 3

6. 18

0. 11 2 3

0. 01 0 2

0 . 58 9

0 . 12 3

5 . 89

0 . 10 71

0 . 01 54

0 .5 56

0 .1 23

5 .5 6

0 .1 01 1

0 .0 21 4

〔仕 様〕

１．管の材料は、樹脂管（VP）を標準とし、管径は、VP6 5A～15 0 Aと

する。

２．基礎材は再生砕石（RC- 40）を標準とし、施工にあたっては十分

締め固めを行う。

３．基礎材の厚さは10cm程度とする。

４．地盤反力係数2×10
5
k N /m

3
以上の地盤に適用する

（よく締め固められた砂混じり砂利）。

〔適 用 範 囲〕

１．施工期間の短縮、施工条件を勘案し、使用する。

２．ジョイント部は、「散水消雪施設設計施工維持管理マニュアル

（散水消雪施設設計施工マニュアル編集委員会）」によるととも

に、「せん断」に対する対策を行っているものを使用する。

３．ノズル立ち上がり管の本管取り付け部の構造については、「ネ

ジ込み式ソケット」と同等の強度があるものとする。

４．国道、県道、市道において設置から３年以上経過しても水漏れ

等の異常が発生していないものとする。

基礎材

（必要に応じて計上）

10
0

上 層 路 盤 工 （ 粒 調 砕 石 M - 4 0 ） t = 1 5 c m

表 層 工 （ 密 粒 度 A C 2 0 Ｆ A ） t = 5 c m

下 層 路 盤 工 （ 再 生 砕 石 R C - 4 0 ） t = 2 0 c m

4
5
0

3 0 0 3 5 0 3 0 0

9 5 0

4 5 0

12 5 0

45 0

A
s厚

さ
5
0

（町道舗装）

散水用ノズル

上 層 路 盤 工 （ 粒 調 砕 石 M - 4 0 ） t = 1 5 c m

表 層 工 （ 密 粒 度 A C 2 0 Ｆ A ） t = 5 c m

下 層 路 盤 工 （ 再 生 砕 石 R C - 4 0 ） t = 2 0 c m

5
0
0

A
s厚

さ
5
0

（町道舗装）

350

消雪パイプ（現場打ち）送水部

VPφ65～φ150

35
0

基礎材

（必要に応じて計上）

10
0

3 0 0 3 5 0 3 0 0

9 5 0

4 50

1 2 50

4 50

7

消雪パイプ（現場打ち）標準図

1:25 図面番号

入 善 町

尺 度

事業者名

会 社 名

工 事 名

作成年月日

図 面 名

年 月 日

入善町芦崎地内

芦崎中道線改良工事

側 面 図断 面 図

350

65 60
100

60 65

35
0

55
23

8.
5

56
.5

5500

100120 18@275=4950 12010055 55

65
70

80
70
65

5500

55 100120 18@275=4950 120100 55

65
70

80
70

65

35
0

65
60

10
0

60
65

目地材 t=10mm ④ D10

① D10

上 側 下 側

③ D10

② D13

目地材 t=10mm ③ D10 ② D13

① D10① D10

③ D10

② D13

ノズルピッチ (3@1380)

基礎材

26
0

270

880
260

26
0

④ D10

50 50

③ D10

（必要に応じて計上）

平 面 図組立筋加工図

350

35
0

56
.5

23
8.

5
55

散水管 送水管

消雪パイプ（現場打ち）散水部

VPφ65～φ150

35
0

D 13 以下 = 48 .3 3 8k g

D 13 以下 = 48 3. 3 80 k g※ 55 . 0m当り

4

3

2

1

D 1 0 23

D 1 0 23

0. 5 602 7 0

0. 5 608 8 0

5 ,3 9 0

5 ,3 9 0

D 1 3 4

D 1 0 4

0. 9 95

0. 5 60

3. 47 8

1 1. 33 4

2 1. 45 2

1 2. 07 4

10 ｹ所 (5 5. 0 m/ 5. 5 0m )× 0. 1 23 m2 =1 .2 3 m2 ,t =1 0 mm

0. 3 5 m × 55. 0m = 1 9. 25 m 2

VPφ65

(注) 1 .基礎クラシャーランを入れる場合は路盤紙を計上しない。

2.※印 55 . 0m 当りの数量を示す。

（注） 鉄筋は、SD2 95 Aの使用を基本とする。

5.5 0m 当り 5. 5 0m 当り

パイプ 断面積

全 体 断 面 積

※ 路 盤 紙

※ 目 地 材

※ 55.0 m 当り

実 断 面 積

コンクリート体積

A

πD2 / 4 m2

C × 5. 50 = m3

D × 10 = m3

A - B m2

摘 要

0.3 5× 0. 3 5 m2

鉄 筋 表

番 号 鉄 筋 本 数 長 さ
(㎜)

摘 要単位重量
(kg /m )

質 量
(k g)

コンクリート等数量表

B

C

D 0 .6 4 9

0 .1 1 80

0 .0 0 45

0 .1 2 3

VPφ75 VPφ10 0 VPφ12 5 V Pφ 15 0

6 .4 9

0 .6 40

0 .1 23

6 .4 0

0 .1 16 3

0 .0 06 2

0. 61 8

0. 12 3

6. 18

0. 11 2 3

0. 01 0 2

0 .5 89

0 .1 23

5 .8 9

0 .1 07 1

0 .0 15 4

0. 5 56

0. 1 23

5. 5 6

0. 1 01 1

0. 0 21 4

〔仕 様〕

１．管の材料は、樹脂管（VP）を標準とし、管径は、VP6 5 A～ 15 0 Aと

する。

２．基礎材は再生砕石（RC-4 0）を標準とし、施工にあたっては十分

締め固めを行う。

３．基礎材の厚さは10c m程度とする。

４．地盤反力係数2×10
5
k N /m

3
以上の地盤に適用する

（よく締め固められた砂混じり砂利）。

〔適 用 範 囲〕

１．施工期間の短縮、施工条件を勘案し、使用する。

２．ジョイント部は、「散水消雪施設設計施工維持管理マニュアル

（散水消雪施設設計施工マニュアル編集委員会）」によるととも

に、「せん断」に対する対策を行っているものを使用する。

３．ノズル立ち上がり管の本管取り付け部の構造については、「ネ

ジ込み式ソケット」と同等の強度があるものとする。

４．国道、県道、市道において設置から３年以上経過しても水漏れ

等の異常が発生していないものとする。

10
0

散水用ノズル

350

消雪パイプ（現場打ち）送水部

VPφ65～φ150

基礎材

（必要に応じて計上）

35
0

10
0

表層工 密粒度AC-20FA t=5cm

（旧L交通）

基礎材

（必要に応じて計上）

コンクリート巻立工標準図(型枠なし)

（VPφ65～φ150）


